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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 56,887 △0.1 3,164 △8.9 3,427 △13.5 2,415 △22.0
22年3月期第3四半期 56,942 △0.9 3,473 111.0 3,960 120.5 3,096 236.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 23.00 ―
22年3月期第3四半期 29.47 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 96,540 51,850 53.7 493.20
22年3月期 96,507 51,589 53.4 490.65

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  51,806百万円 22年3月期  51,547百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.50 ― 4.00 7.50
23年3月期 ― 3.00 ―
23年3月期 

（予想）
3.50 6.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 73,000 0.3 2,900 △12.7 3,200 △15.2 2,000 △23.2 19.04



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果
となる可能性があります。 
上記の予想に関連する事項は、［添付資料］２ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （２） 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧く
ださい。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 111,452,494株 22年3月期  111,452,494株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  6,411,785株 22年3月期  6,394,428株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 105,054,324株 22年3月期3Q  105,069,364株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間のわが国経済は、世界経済が減速していく中、景気対策等による一時的な押し上げ効果があっ

たものの、依然として続く厳しい雇用・所得環境を反映して、弱含みの状況で推移しました。 

このような中、当社グループでは2014年の創業100周年に向け、４ヵ年の中期経営計画を策定しました。この中期経

営計画では『世界のＹＡＭＡＭＵＲＡへ －心と技術を伝えたい－ 』をビジョンとし、世界に誇れる“ＹＡＭＡＭＵＲ

Ａ”ブランドを確立すべく、「パッケージング事業の再編と国際化」「ニューガラス事業の多角化」「新規事業とＲ＆

Ｄの推進」「グループコーポレート機能の強化」「人材基盤の確立」に取り組んでまいります。 

  

ガラスびん関連事業では、清酒びんやビールびんが減少する一方で、食料・調味料びんやハイボール人気もあってウ

ィスキー等の洋酒びんの出荷量が増加しました。前年同期に比べ高値で推移した原燃料価格が収益を押し下げました

が、労務費や減価償却費等の固定費の削減により、収益の確保に努めました。当事業のセグメント売上高は28,975百万

円、セグメント利益は1,438百万円となりました。 

プラスチック容器関連事業では、夏場の猛暑効果もあって、飲料用キャップは堅調に推移しましたが、ペットボトル

は、お客様の内製化の影響を補うまでには至りませんでした。原料価格が前年同期に比べて上昇しましたが、生産効率

の向上や固定費削減等に取り組み、収益を確保しました。当事業のセグメント売上高は9,718百万円、セグメント利益

は924百万円となりました。 

物流関連事業では、既存営業所を閉所する一方で、新規顧客の開拓に注力しました。また、損益面ではコスト削減や

不採算部署の改善を行いました。当事業のセグメント売上高は7,998百万円、セグメント利益は522百万円となりまし

た。 

ニューガラス関連事業では、セグメント売上高は3,797百万円、セグメント利益は363百万円となりました。第３四半

期においてプラズマテレビ用粉末ガラスが落ち込みましたが、太陽電池用粉末ガラス等の伸長により、セグメント売上

高は堅調に推移しました。また、ニューガラス事業の多角化として、エレクトロニクス分野などにおいて優れたガラス

加工技術を有する山村フォトニクス株式会社（旧社名 日本電気真空硝子株式会社）を、昨年７月に子会社化しまし

た。今後、当社ニューガラスカンパニーと山村フォトニクス株式会社が有するガラス関連技術を融合させ、ガラスの光

学特性を活かしたオプトニクス分野や環境分野などにおいて、次世代を担う新素材を創造し、ニューガラス事業のさら

なる発展を目指してまいります。 

その他の事業では、セグメント売上高は6,397百万円、セグメント利益は76百万円となりました。 

  

以上の結果、当第３四半期累計期間の連結売上高は56,887百万円（前年同期比0.1％減）、連結営業利益は3,164百万

円（前年同期比8.9％減）となりました。 

また、持分法による投資利益は500百万円（前年同期比28.0％減）となり、連結経常利益は3,427百万円（前年同期比

13.5％減）と減益となりました。特別利益として、山村フォトニクス株式会社の子会社化に伴う負ののれんが331百万

円発生しましたが、前年同期において本社移転に伴う固定資産売却益1,028百万円を計上した影響もあり、連結四半期

純利益も2,415百万円（前年同期比22.0％減）と減益となりました。 

  

パッケージング事業の国際化として、昨年５月にインドネシアにおけるプラスチック容器の製造・販売会社である、

サンミゲル山村ウタマ・インドプラス（旧社名 サンミゲルサンプルナパッケージング・インダストリーズ）社の発行

済株式の49％を取得しました。今後、同社を通じて、さらなる国際事業の積極的展開を図ってまいります。 

  

（注）第１四半期より、セグメント区分を変更したため、各セグメントの前年同期との比較は記載しておりません。  

  

  

（２）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期における通期の業績予想につきましては、平成22年５月11日に公表しました業績予想に変更はありま

せん。 

  

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計基準等の改正に伴う変更 

（「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

 および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日） 

 を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これによる四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。 

       

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

 および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を 

 適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

企業結合等が第２四半期連結会計期間に行われたことに伴い、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準 

第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26 

日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分

離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号 平成20年12月26日公表分）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

②表示方法の変更  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）  

前第３四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローのその他に含めて表示していた投資有価

証券の売却による収入（前第３四半期連結累計期間 百万円）は、重要性が増加したため、当第３四半期連結累

計期間において区分掲記しております。 

  

前第３四半期連結累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローのその他に含めて表示していた貸付けに

よる支出（前第３四半期連結累計期間 百万円）は、重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間にお

いて区分掲記しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

２．その他の情報

39

△29
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,388 12,651

受取手形及び売掛金 22,566 19,182

商品及び製品 5,270 5,748

仕掛品 362 303

原材料及び貯蔵品 1,974 1,702

その他 1,103 1,140

貸倒引当金 △38 △37

流動資産合計 41,628 40,691

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,294 11,100

機械装置及び運搬具（純額） 8,226 9,184

工具、器具及び備品（純額） 859 823

土地 11,319 11,143

建設仮勘定 1,053 304

有形固定資産合計 32,753 32,555

無形固定資産 399 377

投資その他の資産   

投資有価証券 2,697 3,137

関係会社株式 14,796 15,520

その他 4,333 4,296

貸倒引当金 △68 △71

投資その他の資産合計 21,758 22,882

固定資産合計 54,911 55,815

資産合計 96,540 96,507
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,870 7,560

短期借入金 6,443 5,726

1年内償還予定の社債 1,000 1,000

未払法人税等 312 1,284

引当金 344 744

その他 3,554 2,981

流動負債合計 19,524 19,297

固定負債   

長期借入金 16,480 17,680

退職給付引当金 3,660 3,264

特別修繕引当金 4,618 4,164

その他 405 510

固定負債合計 25,165 25,619

負債合計 44,690 44,917

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,074 14,074

資本剰余金 17,300 17,300

利益剰余金 26,193 25,216

自己株式 △1,217 △1,213

株主資本合計 56,352 55,378

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 67 218

繰延ヘッジ損益 1 －

為替換算調整勘定 △4,614 △4,049

評価・換算差額等合計 △4,545 △3,831

少数株主持分 43 42

純資産合計 51,850 51,589

負債純資産合計 96,540 96,507
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 56,942 56,887

売上原価 44,798 44,689

売上総利益 12,143 12,198

販売費及び一般管理費 8,670 9,033

営業利益 3,473 3,164

営業外収益   

受取利息 2 5

受取配当金 49 62

持分法による投資利益 694 500

その他 260 210

営業外収益合計 1,006 778

営業外費用   

支払利息 312 285

その他 207 230

営業外費用合計 519 515

経常利益 3,960 3,427

特別利益   

固定資産売却益 1,028 －

投資有価証券売却益 － 43

負ののれん発生益 － 331

貸倒引当金戻入額 － 1

特別利益合計 1,028 376

特別損失   

固定資産廃棄損 67 21

その他 8 －

特別損失合計 75 21

税金等調整前四半期純利益 4,913 3,782

法人税、住民税及び事業税 1,428 1,024

法人税等調整額 385 337

法人税等合計 1,813 1,361

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,420

少数株主利益 3 4

四半期純利益 3,096 2,415
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,913 3,782

減価償却費 3,760 3,508

有形固定資産売却損益（△は益） △1,028 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,699 △2,651

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,307 579

仕入債務の増減額（△は減少） △149 △149

その他 △176 △1,317

小計 6,926 3,751

利息及び配当金の受取額 95 95

利息の支払額 △240 △225

法人税等の支払額 △126 △1,863

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,654 1,757

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,614 △2,075

有形固定資産の売却による収入 1,318 －

投資有価証券の売却による収入 － 193

関係会社株式の取得による支出 △1,209 △73

関係会社出資金の払込による支出 △586 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △603

貸付けによる支出 － △356

その他 18 248

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,074 △2,667

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 18 17

長期借入れによる収入 1,700 400

長期借入金の返済による支出 △2,200 △900

配当金の支払額 △684 △737

その他 △125 △125

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,292 △1,345

現金及び現金同等物に係る換算差額 7 △7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,295 △2,262

現金及び現金同等物の期首残高 8,202 12,651

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,497 10,388
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）  事業区分の方法 

製品、サービスの種類・性質の類似性に基づいて区分しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

当社は本邦以外の国または地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

                                                   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

ガラス
びん関
連事業 

プラス
チック
容器関
連事業 

物流関
連事業 

ニュー
ガラス
関連事
業 

その他
事業 

計 
消去又
は全社 

連結 

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  34,385  10,839  7,733  2,385  1,598  56,942  －  56,942

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  122  －  36  159 (159)  －

計  34,385  10,839  7,855  2,385  1,635  57,101 (159)  56,942

営業利益  1,678  873  317  602  0  3,473  －  3,473
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〔セグメント情報〕 

ａ．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営意思決定

機関が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

 当社グループは、ガラスびん・プラスチック容器・ニューガラス製品の製造・販売、ならびにこれに関連した各

種機器・プラント類の設計・製作・販売や、輸送・保管・構内作業等の事業活動を展開しております。 

 当社は、これらの事業活動から「ガラスびん関連事業」・「プラスチック容器関連事業」・「物流関連事業」・

「ニューガラス関連事業」の４つを報告セグメントとしております。 

  

ｂ．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社エンジニアリング事業や子

会社の一部を含んでおります。 

    ２．セグメント利益の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用等 百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費です。 

    ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。   

  

 該当事項はありません。 

  

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 

その他 
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

ガラス
びん関
連事業 

プラス
チック
容器関
連事業 

物流関
連事業 

ニュー
ガラス
関連事
業 

計 

売上高                   

外部顧客への売上高  28,975  9,718  7,998  3,797  50,490  6,397  56,887  －  56,887

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 2,396  766  10,057  6  13,226  577  13,804  △13,804  －

計  31,371  10,484  18,055  3,804  63,716  6,975  70,691  △13,804  56,887

セグメント利益  1,438  924  522  363  3,248  76  3,324  △159  3,164

△159 92

△252

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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